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経営志林第41巻４号2005年１月１３７

〔研究ノート〕

華南における産業集積の変容の可能性
一玩具関連企業のフィールドノートからの考察一

松島 茂

はじめに 1．ProjectKingCo.,Ltd． 

日本の玩具・販売促進用商品の企画・販売企業

であるパパジーノ社（本社は名古屋市，2004年に

東京にも営業拠点を設置した｡）は，華南に生産

機能を持つ香港の企業に製造を発注しているファ

ブレス企業である。現時点の同社の営業品目毎の

販売比率は，自社開発の玩具が50％，販売促進用

商品が25％，ベビー用品等が25％である。同社

は1988年に輸入玩具の販売事業を開始している。

1998年からは自社でファンシー文具の製品企画を

立て，それを国内の製造業者を使って委託生産を

開始した。また，2000年からは香港企業にも委託

先を拡大して，現時点では委託先はほとんどが香

港企業となっている。これらの香港企業は，本社

機能は香港に残しているが，生産機能は深jiI11，東

莞などの華南地域に置いている。

筆者は2004年１０月６日から８日にかけて，パバ

ジーノ社の香港・華南における発注先企業である

YanyanForceLtd、のＭｒＰａｕｌＮｇ社長，Pro‐

jectKingCo.,Ltd・のＭｒ､ＡｎｄｒｅｗＮｇ社長及

びHalifaxManufactory（HongKong）Limited

のＭｒｌｖａｎＣｈａｎ社長にインタビューをするこ

とができた。また，ＧＦＴGroupの主力工場であ

るForceElectronics（Huizhou）Ltd．及びグルー

プ企業の１つであるYanyanForceLtd、の工場，

さらにそこから金属プレス・メッキ工程を外注し

ている美欣実業有限公司（華南に生産拠点をもつ

台湾企業）を視察することができた。

本稿は，これらのインタビュー及び工場観察の

記録である。これらから，華南地域においては労

働需給のタイト化と賃金上昇をきっかけとして従

来の安価で豊富な労働力を前提とした付加１１]i値の

低い製品を生産する産業集積から変容を遂げる可

能性がうかがうことができた。

［Ｍｒ・ＡｎｄｒｅｗＮｇのインタビュー］

面談日時：2004年10月５日１５：00～１７：３０

（香港市内の本社内会議室）

2004年10月８日１２：３０～１３：３０

（香港空港内レストラン）

Ｍｒ・ＡｎｄｒｅｗＮｇは，香港に本社事務所を構え

ているおもちゃ製造業のProjectKingCo.,Ltd・

の創業者でありオーナー経営者である。彼は，香

港の大学で電気工学を学んだあと1987年にパート

ナーとともに香港市内に製造拠点を構えて海外向

けのプラスティック製品，玩具，ギフト商品の製

造業を始めた。その後，1994年にProjectＫｉｎｇ
社を設立し今日に至っている。現在，同社は香港

市内の中心部に事務所及び製品倉庫を持ち，東莞

市内に２カ所の工場を所有している。

「香港では1985年前頃から製造業が大陸に移動

し始めた。1990年代になると相当部分が移って，

現在ではほとんど全く残っていない。製造業のな

い経済は，弱い経済になってしまっている。香港

の製造業の労働者は，大陸に移っていったわけで

はない。彼らは製造業が大陸に移ってしまったた

めに失業してしまった。香港では貧富の差が大き

くなっている｡」このように語る彼自身もこの工

場ビルディングの中にあった生産拠点を既に東莞

に移してしまっている。現在は，そのスペースを

製品倉庫として使っている。

香港の事務所は，以前は工場が密集していたダ

ウンタウンの中にある古いビルにある。現在では，

同ビルの中は事務所と倉庫ばかりで製造工場はな

い。ProjectＫｉｎｇ社の事務所には技術者及び管

理スタッフが５人いるのみである。彼の右腕とな

る製品開発を担当する技術者が１人いるが，香港
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138華南における産業集積の変容の可能性

の事務所に常駐している。既に15年間彼とともに

働いている。バイヤーとの打ち合わせ及び製品開

発は，ここで行われている。事務所の入り口及び

会議室の壁にはＧｉｖｅａｎｄＴａｋｅの文字が赤と青

の色違いで書かれたポスターが貼ってある。これ

は顧客との関係にも当てはまるし，従業員との関

係でも当てはまると彼は強調した。

プラスティック成型工程，アセンブルエ程を持

つ製造工場を東莞に２つ所有している。製造部門

の従業員規模は，400人程度である。「東莞の労働

者は指示されたことは指示された通りにこなすこ

とはできるが，指示された以外のことはできない。

したがって，いかに的確な指示ができるかがポイ

ントである」と彼は考えている。製品全体の構造

については，模倣を防ぐために顧客に対しても労

働者に対してもブラックボックスにしている。

ＭｎAndrewは，現在では香港と東莞との時

間配分は50％ずつである。数年後には，香港20％，

東莞80％になるという見通しを持っている。しか

し，それでも外国の顧客との打ち合わせや商談の

ために香港の事務所を維持する必要があると考え

ている。

東莞における労働者の賃金水準は100～140米ド

ル／月である。この他に宿舎費，食費などの厚生

経費が20～30米ドル／月かかるので，合計すると

120～170米ドル／月である。前年比で20％程度の

上昇である。今まで労働力を供給してきた内陸部

の開発が進んできたので，従来のようには東莞に

供給されなくなってきていることが一つの原因で

ある。それでも労働者はまだ採用できるが，技術

者は不足している。上海では労働賃金は上昇して

いるが，技術者の供給量は多い。

上海に進出する考えはないかという質問に対し

て，「中国では，relationbusinessである。自分

の父親は広州市の近くの出身であるので莱南には

人的なネットワークがあるが,上海にはない。た

しかに東莞を中心とする地域には特に技術者を集

めるのが難しいので，上海は魅力的ではあるが人

的ネットワークのない上海に出て行くことは難し

い」と答えた。

また，彼は深jjU市の経済特区外にあるプラスティッ

ク成型工場の買収を持ちかけられている。150人

程度の従業員規模の工場である。所有者は老齢の

ために急激な環境変化の中で機敏に経営を行っ

ていくエネルギーを失ってしまっている。Ｍｒ，

ＡｎｄｒｅｗＮｇは実際に視察して見て，ほぼこの工

場を購入するつもりになっている。設備，技術に

ついては，購入後にリシャッフルする必要がある

と考えている。従業員はどうするつもりかと尋ね

たのに対して，「従業員はそのまま雇用するつも

りである｡」という返事があった。

事業規模を拡大する方法として，大規模な工場

を１つ建設する戦|略と中小規模の工場を複数所有

する戦略が考えられる。Ｍｒ､ＡｎｄｒｅｗＮｇは後者

の戦略を選択しているように思われるが，その理

由を尋ねたところ，「中小規模の工場の方が管理

は容易である。大規模な工場になると，フレキシ

ブルに生産品目を変更していくことが難しくなる

からである｡」という返事があった。

［考察］

ProjectＫｉｎｇ社の場合には，製品開発部門が

香港，製造部門が東莞と分離している。その上に，

製造部門には製品のメカニズムについてはブラッ

クボックスにしておいて「的確な作業指示」によっ

て品質を確保しようとしている。しかし，果たし

てこれでうまく機能するであろうか。どれほど

｢的確な作業指示」をしようとしても，文言によ

る指示には限界があるはずである。特に設計者が

常時そばにいないで生産が行われる場合には，タ

イミングよく「的確な作業指示」を出すことがで

きるか疑問がある。おそらくこの点が品質管理の

良否にかかわってくるはずである。品質は事後的

なチェックによって作られるのではなく，生産工

程において作られる。

香港に製品開発部門を置くことは，顧客との接

触には便利であることは確かである。このメリッ

トを優先させることによって，製品開発機能と生

産機能の拠点が離れること不便ざが生じているも

のと思われる。同社にとっての今後の課題は，顧

客との接触の便利さを確保しつつ，製品開発機能

と生産機能をどのように連結するかについて検討

することである。
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３．ＧＦＴGroup真楽發集団２．HalifaxManufactory（HongKong）Limited 

ＧＦＴGroupは，以下の６社から構成されてい

る企業グループであり，後述のするようにプラス

ティックの射出成型で作るおもちゃ，電子時計・

おもちゃ，ギフト商品，ダイキャスト製品のＯＥＭ

メーカーである。

［Ｍｒ､lvanChang及びMissEstherChangのイ

ンタビュー］

面談日時：2004年10月６日９：００～１０：００

於：九龍ホテルのロビー

２人は兄妹である。兄のMrJvanChangは

社長，妹のMissEstherChangは営業担当の責

任者である。兄は英語を話さないが，妹は流暢な

英語を話す。日本の皿社がアルゼンチンからの

輸入しているワインの販売促進のためのワイン保

冷庫の製造に関するＰ社との打ち合わせの現場

に同席して，短いインタビューを行った。

HalifaxManufactory（HongKong）Limited 

は，1977年に香港で縫製業としてスタートした。

創業者は彼らの父親である。1980年に福建省石獅

市（アモイ市の近く）に縫製工場を移転した。

1990年に縫製品の部材（ボタンなどのアクセサリー）

を内製するためのプラスティックエ場を広東省番

禺市に作った。たった１フロアーであった。その

後，1996年に広東省東莞市に工場を建設して現在

に至っている。現在では，電気冷蔵庫などの家電

製品のアセンブル生産が主な生産111,目となってい

る。MrlvanChangはすでに縫製業の経営には

興味を持っていない様子であり，同工場の運営は

他人に任せていると語った。

ForceElectronics（Huizhou）Ltd．（製造会社）

GeneralFastTradingLtd．（貿易会社）

PrevisionCo，Ltd、

PolyForceCreationLtd．（製造会社）

YanyanForceLtd．（製造会社）

MicroForceLtd． 

同グループはForceElectronicsの創業から始

まっており，その他の５社は持ち株会社によって

所有されている。筆者がインタビューをしたＭｒ、

PaulNgはグループ企業の１つであるYanyan

ForceLtd・のDirectorである。また，同社の

GeneralManagerであるＭｒｓＡｎｉｔａＷａｎが同

席した。彼女は香港生まれであるが，香港返還前

に家族とともにカナダに移住して，そこで大学を

卒業した。専攻は経営管理であった。その後，中

国へ返還された後においても香港では大きな変化

がなかったので，帰国してYanyanForceLtd

に就職した。現在は，本社のある香港に住んでい

て１週間に２１回|程度，YanyanForceLtd社の工

場のある深＃llTlT平湖村と香港を往復している。

Ｄｏｏｒｔｏｄｏｏｒで２時間あれば往復できるとのこ

とである。

［考察］

短いインタビューから同社のバックグランドを

正確に理解することは困難であるが，縫製業→プ

ラスティック成形業→電気部品を組み込んだ玩具・

販売促進用製品の製造業への発展過程及びこれに

伴う香港→福建diLi､石獅市→広東省番禺市，東莞市

という立地選択は興味深い。広東省に立地したこ

とによって他業種との接触が容易になり，プラス

ティック成形技術・電子技術など多様な技術の複

合が可能になったと考えられる。

このような業枇の展開と立地選択が意図的に行

われたとすれば，華南において「集積が集積を呼

ぶ」というプロセスが進んだ背景がよく斑辮できる。

［ＭｒＰａｕｌＮｇのインタビュー］

面談日時：2004年10月６日１１：００～１２：３０

於：香港から束莞へ向かう列車の車中（香港市九

龍駅で出国手続きをして列車に乗})込むと，1時

間で東莞駅に到着する。このIlMのインタビューで

ある｡）

1980年にiVIr・JohnLeung，Ｍｒ・ＪｏｅＷｏｎｇ

ＭｒＬｕｋｅＮｇ及びこの他の数人が，香港におい

て時計のアセンブルを行う小規模な製造業を始め

た。これがForce社の創業である。時計部,\jは
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140華南における産業集積の変容の可能性

外部から調達してアセンブルだけをする事業であっ

た。製品はヨーロッパ向けに輸出した。創業メン

バーは，職業訓練枝での同窓生であった。

その後'5年間は香港に生産機能を置いて事業を

行っていたが，1992年に東莞市北部の石龍に工場

を移転した。その時点では時計のアセンブルライ

ンと電気モーターがｌラインだけであった。1995

年に事業の拡大に伴って，東莞市の外の恵州博羅

縣福田鎖に移転した。その時点で従業員は400～

500人であった。２台の射出成形機，小規模なが

ら金型を製造するための機械，カラースプレイの

設備を備えた。

1998年から日本の玩具メーカーから小規模なオー

ダーを受けて日本をはじめとするアジア向けの

生産が始まった。2000年から2003年にかけて日本

の玩具メーカーのＴ社のベイブレードの大量発

注があり，これに伴って事業を拡大していった。

その頃は，Forceの売上の75％がベイブレードで

あった。

現在では，Force社は8,000人の従業員を抱え

るまでに成長した。同社は香港証券取引所に上場

して，グループ企業の資金調達を行っている。上

場企業であるForce社の下にYanyanForce，

GFT，PolyForce，MicroForceなどの子会社を

持っている。グループ全体では，10,000人の従業

員を抱える規模になっている。

当初の資本は，100万ＨＫ＄（1,500万円程度）で

あった。おもちゃ（ガチャポン）の貿易及び小売

りであった。自らのブランドのデザインだけを行

い，製造は他社に委託した。Force社も当時の委

託先の１つであった。1997年のアジア通貨危機で

ビジネスは落ち込んだが，従来からの顧客向けだ

けを対象に小規模のビジネスを続けた。

2000年にmobileflashing（携帯電話の着信が

あると光るアクセサリー）を始めた。このとき

にパパジーノ社が香港貿易開発局のカタログで

mobileflashingを見つけて同社にアプローチし

て，ここから両社のビジネスが始まった。

2002年にForce社のベイブロードの仕事が大

規模になってきた。そしてＧＦＴGroupに入るこ

とになった。これにともなって，Yanyan社の株

の60％を同グループの持ち株会社Listedcom‐

panyが持って，社名もYanyanForceLtd．と

なった。残りの40％の株式は，ＭｒＰａｕｌＮｇが

持っている。また，ＭｒＰａｕｌＮｇはＧＦＴGroup

の役員として同グループの経営にも参画している

が，彼の役割は，同グループのための営業である。

同グループに入って半年後に，深#11市平湖村の

工場ビルの中にYanyanForceLid・の工場を持っ

た。現在の工場の３階部分である。おもちゃの企

画・試作部門と電子部品の製造にウェイトを置い

た。得意先は，アメリカとアジアであった。その

翌年2003年に同ビルの６階にカラースプレイ部門

を作った。まだ,経験が浅いのでこの工場の生産

技術は同グループの他の工場に比べて優れている

わけではない。特に塗装部門は操業を始めてまだ

１年ということもあり，技術は優れていない。こ

の工場は小ロットの製品の製造及び試作を行って

いる。商談が固まって量産体制に入るときには，

Force社及びその他の工場の生産ラインを押さえ

て生産を行っている。

ＭｒＰａｕｌＮｇの経歴

ＭｒＰａｕｌＮｇは，1958年に香港に生まれた。

Foece社の創業メンバーの1人であり，現在同グ

ループの副総裁をしているＭｒＬｕｋｅＮｇの弟で

ある。

彼は，1986年に香港の中文大学を卒業した。大

学では哲学・宗教を研究した。学生時代には教師

になろうと思っていたので，教師免許も取得した。

しかし，卒業して直ちに，就職したのは，世界的

な会計事務所であるプライス・ウォーター・ハウス

の香港事務所であった。仕事は会計担当であった。

1991年に香港の大規模な旅行会社の財務管理者

に転職した。1994年にそこを退職した。友人が紙

箱などの紙製品の小売店舗を何軒も持ってビジネ

スをしており，その事業の共同経営者となった。

1995年には，独立してYanyan社を創業した。

［ForceElectronics（Huizhou）Ltd，科時電子

(恵州）有限公司］

中国恵州博羅縣福田鎮東路２号及び３号

総裁JohnLeung

副総裁ＪｏｅＷｏｎｇ

副総裁ＬｕｋｅＮｇ

訪問日時：2004年10月６日１４：００～１６：0０
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会社の概要

①同社は，日本，ヨーロッパ，アメリカ向けにプ

ラスティックの射出成型で作る玩具，電子時計・

玩具，ギフト商品，ダイキャスト製品のＯＥＭ

メーカーである。主な顧客はタカラ，ハースポ

ロ（アメリカの世界的なおもちゃメーカー)，

バンダイ，コナミ，トミー，ＧＥ及び三洋であ

る。同社では社内にエンジニア，熟練した技能

を持つワーカーⅢ品質管理システムを持ってい

て，試作品開発，金型製作に必要な設備を備え

ている。

②香港オフィスには，２５人の管理部門，営業部門

のスタッフが常駐している。

③福田鎖の工場の生産設備は以下のとおりである。

・射出成型機120セット

（50～250トン）

・自動ボンディング機２０セット

・手動ＩＣユニット１５セット

・ダイキャスト・プレス１０セット

（８～４０トン）

、スプレイ・ブース８００

．ウォーターカーテン・スプレイ

１０セット

・シルク．スクリーン印刷２５セット

・パッド印刷機８０セット

・アセンブリーライン（ベルトコンベア）

２８ユニット

・その他

配達トラック２台

バン ４台

発電機３基

加熱封入機３セット

真空封入機３セット

④金型製造部門の設備は以下のとおりである。

・ターレット旋盤６０台

・数値制御ワイヤーカット機３セット

・マシニングセンター６セット

⑤工場全体の従業者数は以下のとおりである。

・オフィス・スタッフ500人

・製造／ＱＣ部門8,000人

・エンジニアリング部門150人

・金型設計／製作部門200人

⑥主な製品は以下のとおりである。

･玩具：幼児用玩具，プラスティックのフイギ

ア，教育玩具，ウォーキー・トーキー，メカ

ニカル玩具，電気玩具

･携帯電話のアクセサリー：通話サイン，携帯

用充電器

･自動車用アクセサリー：アダプター，フレキ

シブル・ライト，ファン

･ギフト商品：電子時計，デジタル時計，鍵用

の鎖

･その他：家庭用品，電子部品

工場の観察

製品開発は８～10人がｌチームになっていて８

つのチームがある。チーム間で競争しながら製品

開発を行っている。この他に特定顧客向けの製品

を開発するチームが３チームあり，専門にその顧

客向けの製品開発を行っている。また，工場の中

には日本の玩具メーカーのＵ社のスタッフが事

務室を持って常駐している。特定の顧客と長期的

な取引関係を構築しようという姿勢の表われと理

解できる。

金型部門は20人の設計スタッフが３次元ＣＡＤ

で設計を行っている。同社の金型の70％は内製で

あり，３０％を外注している。外注といってもあら

あらの加工を他の企業でやって，最終の仕上げを

この工場内で行っている。１８台の手動のターレッ

ト盤で細かい加工をしている。この他に小型のマ

シニングセンター３台（台湾製)，数値制御のワ

イヤーカット機４台（中国製）等の設備が置かれ

ている。

塗装は防塵室で行われている。しかし，防塵室

の作業者のうち何人かは，定められたマスク或い

は帽子の着用を行っていない。

プリント基板は，香港企業が投資した中国企業

の工場から購入している。１時間30分程度のとこ

ろにその工場がある。

プラスティック成型工程には，５０～120トンの

射出成形機が70台設置されている。いずれも香港

製・台湾製の機械である。

プリント基板の上に電子部品をボンディングす

る工程は，手作業のラインと自動ボンディング機

によるラインが併存している。自動ボンディング

機のラインが主力であるが，最近は急ぎの注文が
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入っているので手作業のラインも並行して動かし

ているという説明があった。この２つのラインを

監督している技術者にどちらのラインが効率的か

と尋ねたところ，即座に自動機のラインのほうが

効率的であるという返事が返ってきた。半作業の

ラインではどうしても誤りがある程度でてしまう

が，自動機の方は一旦セットすれば誤りがないと

いうのがその理由である。

食堂には屋根はついているが，吹きさらしであ

る。辛口.やや辛口，甘口の３種類の食事が提供

されている。中国各地から労働者が集まっている

ことを示している。労働者の勤務評定を行ってそ

れを給与に反映しているとのことであるが，その

結果を掲示することまでは行われていない。２００２

年に観察した東莞市のProjectＫｉｎｇ社の工場で

は，その日の給与の算定基礎となる勤務評定が掲

示されていた。その理由は，ワーカーが他のワー

カーと給与額が異なる理由を明らかにすることを

求めるからであると説明された。この点について

の慣行が必ずしも確立されているわけではないと

いうことが推測される。

毎年，労働者の１０～15％がやめて，新たに補充

されている。長期の休暇で出身地に帰ってそのま

ま帰ってこないというのが，一般的なやめ方であ

る。３日間無断欠勤をすると退職扱いになる。労

働者の平均勤続年数は５～６年である。

外から調達しているのは，モーター，ＩＣ，プ

リント基板，歯車，バッテリー，プレステイック

原料である。モーターの品質はあまり良くないが，

その他の品質は良好である。

おおざっぱなコスト構成は，３０％が外注費，２０

％が労賃，1096が輸送費である。残})の40％が倣

却費及び利益である。

事務所の壁に以下のような標語が掲げられてい

たのが印象的であった。

企業精神

与時倶進

享受変化

追求卓越

10月７日１０：３０～１１：３０

工場の観察

平湖村の商店街の裏にある工場ビルの３階及び

６階がYanyanForce社の工場である。1階及び

2階は機械工場とその事務所である。第１１m|目の

訪問は午後７時から８時という時間であったが，

アセンブルエ程以外では半数以上のワーカーが残

業をしていた。

この会社には約400人が働いている。個室を持っ

ている役員はPaulを含めて４人である。事務ス

タッフは１２人，秘書３人，設計部門12人，試作部

門17人，電子部品のボンディングのワーカーが５０

人程度，アセンブル部門200人程度，塗装部門100

人程度である。

宿舎は，工場が入っているビルの隣にある住居

用ビルの一部である。食堂は特にないので，昼食

時には1階のピルの入り口がにわか食堂になって

いる。

この工場はsamplemakingfactoryであると

いうのがPaulの説明である。２万個以下のロッ

トであればこの工場で製造する。それ以上になる

とメインエ場（科時電子（恵州）有限公司）で製

造することが多い。しかし，この工場には５～１０

の外注先企業がある。Ａ社（日本の食品企業）

の販売促進用商品（金属プレス加工を施したメタ

ルにメッキ加工をしたもの）は，そのうちのｌ社

である。美欣実業有限公司（深#11市）に外注して

いる。YanyanForce社では，美欣実業で製造し

たメタルの包装を行っている。YanyanForce社

の工場には金属プレスエ程がないので，メタルの

金属加工はここに発注されている。

Ｍｒ・ＰａｕｌＮｇは，「輸出だけでなく国内マーケッ

トにも販売するべく努力している｡」と語ったが，

同内販売はまだ売り上げの１％にもなっていない`」

［考察］

第１に，ForceElectronics（Huizhou）社も

YanyanForce社もProjectＫｉｎｇ社と異なり製

品開発部門（設計・試作）と生産部門が同一工場

内にある。製品開発に当たるスタッフは香港人で

はなく中国人のエンジニアであるが，開発チーム

間での競争を持ち込むことによってモチベーショ

［YanyanForceLtd．（欣科有限公司)］

深jlll市平湖村信利羊工業村Ｂ棟３楼

訪問日時：2004年１０月６日１９：００～２０：００
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ンをあげる工夫が行われていることが印象的で

ある。

練きれた工場である。

当社は1973年に台湾でピンの製造工場として創

業された。1993年にこの地域に移ってきた。その

１年後に深ｉＩｌｌ市にこの立派な工場を建設した。投

資金額は４百万米ドルであった。現在では，台湾

には工場はなく事務所のみであり，生産機能はこ

こに集中している。

金属プレス・同メッキ，舷郷仕上げなどの技法

を用いて，バッジ，メダルなどの金属小物の生産

に特化している。同社は専ら製造のみを行い，販

売営業は上威貿易（香港）有限公司が行っている。

従業員は2,500人，そのうち12人だけが台湾から

来ている技術者である。ワーカーはこの地域で募

集した中国人である。「現在の給料は１００米ドル／

月であるが，労働者を雇うのは難しくなってきて

いる。５年後にはもっと難しくなるだろう。」と

黄丙河氏は語った。

工場建屋は天井も高くて立派であるが，これと

対照的に工場内の設備の資本装備は軽い。ほとん

どの工程は，軽い設備を用いて人海戦術で処理す

るという考え方でできている。プレス機械は足で

操作している。研磨工程は人手によるパフ研磨が

行われている。

現在，同社の売上の33％が日本企業である。

第２に，製品設計，金型設計・生産，プラスティッ

ク部品・電子部品の生産，アセンブル，塗装，包

装まで垂直統合が徹底して行われている。これら

が人海戦術で手作業によって行われている場合に

は，垂直統合は品質管理を徹底しやすいなどの利

点が大きいことは間違いない。しかし，すでにプ

リント基板の上に電子部品を実装する工程におい

て自動実装装置が導入されているわけであるが，

このような機械装置の導入が進んでくると垂直統

合が進んだ工場はすべての部門において高い稼働

率を維持することが難しくなる。この問題を今後

どのように処理していくかが長期的には課題とな

るであろう。

第３に，自動機械の導入が進んでくると同じモ

デルを長期にわたって継続的に生産できるような

製品の方が適合的になる。玩具や販売促進用HHIは，

短期間に大量に生産することが求められ，かつ，

生産期間は比較的に短い商品である。自動機械の

導入が進むと，従来型の商品ではなく，例えば自

動車部品のような継続的に生産することが可能な

分野へと営業努力をシフトさせていくことになる

のではないだろうか。

［考察］

大量の低賃金労働力の調達が可能であることを

前提とした形態の工場である。９０年代に東莞に多

く見られた典型的な工場であるといってよい。大

規模な工場内でほとんどの工程が手作業で行われ

ているので，ある意味ではフレキシブルな生産が

可能である。単発的に大量の発注が出る販売促進

用の商品には向く工場である。

製品原価に占める人件費の割合が相対的に高く，

また低賃金労働に依存したビジネスであるので労

賃が上昇した場合にはコストの逃げ場がない。ま

た，労働供給の絶対量が確保できないと生産雄そ

のものに響いてしまう。

今後のこの地域の労働情勢がどのように推移す

るかにもよるが，労働需給がタイトになり箇余が

上昇してくるとこのままの生産システムでこの地

域に長期的に存続できるかどうかは疑問である。

4．美欣実業有限公司

深iⅡ|市龍崗鎮新生村龍山工業区

総経理黄丙河氏

台湾公司：台北県板橋市幸福路32巷２弄29号１Ｆ

訪問日時：2004年10月７日１１：４５～１３：００

工場の観察

この工場では，Ｐ社がYanyanForceに発注

したＡ社の販売促進用品であるメタルを外注生

産している。工場は広大な敷地にタイル張りのす

ばらしい外観の工場建屋が５棟並んでいる。また，

事務所棟は同じタイル張りの２階建ての建物で内

部も装飾が施されている。１階には大会議室，研

修室‘商品展示室が置かれている。同じ敷地内に

は，同じタイル張りの宿舎棟もある。全体として

外観は統一され，少なくとも外から見る限りは洗
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ケージと中小企業一東アジア電子産業の視点一」

(アジア経済研究所，2003年）所収）を参照され

たい｡）

今までの華南の産業集積は高度に垂直統合が行

われた工場群から成り立っていた。今後は，この

ような垂直統合が分解する方向に動くことになる

であろう。すなわち，すべての工程を包含してい

た企業は，単一あるいは少ない工程を包含する企

業へと分解されて，これらの組み合わせによって

生産するシステムへ移行することが考えられる。

これが成功するためには，自社の設計能力が十分

であること，他社に外注した場合のモニタリング

が十分にできる能力を備えていなければならない。

第２の選択肢は，安価な労働力が大量に獲得し

やすい地域へと生産拠点を移動させることである。

かつて，繊維産業がより安価な労働力を求めて沿

海部から内陸部に生産拠点を移動させたように，

華南地域の玩具関連産業も内陸部へ移動すること

もありうるかもしれない。しかし，内陸部におい

てもすでに開発が進みつつある。これに伴って，

労働賃金も上昇傾向にある。西安周辺地域におい

ても未熟練労働者の月給が60米ドル前後の水準に

達しているという情報もある。内陸部の経済開発

が今後どのように展開するかにもよるが，安価で

豊富な労働力を求めて生産拠点を移動させたとし

ても中国国内で長期にわたって好条件を維持でき

る立地点が容易に見つかるとは考えにくい。

今回インタビューを行った企業がこのいずれの

選択肢をとるかの決断をしているとは見受けられ

ない。まだ，多数の企業はこの変化を深刻な構造

変化と受け止めて対応策を検討していないという

べきかもしれない。しかし，そのような中にあっ

て，ＧＦＴGroupのForceElectronics（Huizhou）

社及びYanyanForce社は第１の選択肢に向かっ

ての一歩を踏み出しつつあるように見受けられる。

彼らはすでに人海戦術から自動化設備の導入に切

り替えることによって，電子部品を組み込んだ製

品を確実な品質管理体制の下に安定的に生産する

システムを構築しつつある。東莞，深土Ⅱ|を中心と

する華南地域には，金属加工技術，プレステイッ

ク成形技術，金型設計・製作技術，電子技術，ソ

フトウェア技術などさまざまな要素技術がすでに

集積している。同社が意図的に行っているかどう

まとめにかえて

今回の一連のインタビュー及び工場見学から，

東莞，深illIを中心とする華南地域での労働需給が

タイトになってきて，賃金の上昇も著しいことが

明らかになった。一部のインタビューからは対前

年比で20％程度の上昇が見られるという指摘もあっ

た。現時点で未熟練の労働力でも月給が１００米ド

ル程度であり，これに宿舎費及び食費の一部を雇

主が負担すれば120米ドルを超える計算になる。

この背景には，従来は内陸部からこの地域に溢れ

るよう流入してきた若年労働力が内陸部の開発が

進むにしたがって必ずしも無尽蔵に流入するわけ

ではないという状況が見えてきたことが大きな要

因として考えられる。おそらく，この傾向は今後

も続くと見るべきである。これは，安価で大量な

労働力が存在することを前提として発展を遂げて

きたこの地域の企業が大きな変動期に差し掛かっ

ていることを意味している。

上述したような新たな雇用`情勢を前提とすると，

華南地域の企業にとっては次の２つの選択肢が考

えられるであろう。第１の選択肢は，自動化設備

の導入などによって資本装備率を高めることであ

る。前述した観察記録にあるようにForceElec-

tronics（Huizhou）社ではプリント基板の実装

工程に自動ボンディング機が導入されている。し

かし，その前後の工程は人手による作業となって

いる。人手による工程は受注の繁閑に応じてフレ

キシブルに生産能力の調整が可能であるが，プリ

ント基板の実装工程の生産能力は自動ボンディン

グ機の台数の増減による調整が中心とならざるを

えない。このため，人手ほどフレキシブルな生産

能力の調整はできない。この場合には工程間で稼

働率のばらつきが発生することが十分に予想され

る。これを解消するためには，自動機の導入され

た工程の加工サービスの一部を外販するかこの工

程を別の企業体として独立させるという方向に向

かう可能性がある。（筆者が別稿で分析した鹿島

エレクトロ産業のケースは，自動機の導入された

工程の加工サービスの外販を積極的に行っている

例である。詳しくは，松島茂「日本の中小企業の

中国展開と２つのリンケージー鹿島エレクトロ産

業のケースー」小池洋一・川上桃子編「産業リン
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かは明らかではないが，これらの要素技術をアウ

トソーシングによって活用しつつフレキシブルに

生産するシステムの構築に向かってチャレンジし

ているように見える。まさに，事務所の壁に掲げ

てあった「企業精神」の発揮である。これが完成

すれば，同社は今までより複雑で高付加価値な製

品を手がけることが可能になるであろう。

もちろんこの地域のすべての企業が第１の選択

肢をとることは考えられない。しかし，ある程度

のボリュームの企業がForceElectronics（Huiz‐

hou）社及びYanyanForce社と同様にチャレン

ジを行っていくとすれば，華南の産業集積は高度

に垂直統合が進んだ企業からなる分業なき産業集

積から様々な専門技術を担う企業からなるネット

ワーク型分業の進んだ産業集積へと変容を遂げる

可能性もある。その場合に華南の産業集積と日本

企業あるいは日本の産業集積がどのような関係を

結ぶことになるのだろうか。これについては稿を

改めて検討することとしたい。
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